
三里松原再生計画を現在策定しています。

岡垣町のシンボルである三里松原は、様々な法規制
が敷かれ、特に防風保安林機能を主としていること、
松原の管理が充分とはいえないこと、広葉樹等が繁茂
していることなど人が入らないことで、私たちの貴重な
財産は住民等から遠い存在となっています。三里松
原を住民がより身近に感じことができるよう、保安林機
能の維持・向上のみならず、環境・観光・健康資源とし
ての価値を見出し、人と松原を繋ぎ、人と松原の関係
を再生する計画を策定することを目的とします。

このような松原の危機的状況を改善するため任意団体である三里松原防風保安林
対策協議会が平成４年５月に発足し、現在に至るまで松原の保全活動が継続的に
実施されています。岡垣町においても、町の財産であるこの松原について、主たる
保安林機能の向上を目指し、『守るべき所は守り、景観上好ましくない所は改善して
いく。更には有効利用も視野に入れた整備を図りたい。』と考えています。また、先
人の血と汗によって守られてきた三里松原を良好な状態で次世代に引き継ぐため、
住民に一番身近な基礎自治体として、住民の皆様と共に取り組んでいきたいと考え
ています。
しかしながら、三里松原を維持管理・保全或いは有効利用するためには、松原に一
番恩恵・影響のある関係行政区、関係団体のご理解・ご協力なしに進めていくわけ
にはいきません。このため、皆様からの多様な意見をいただき、皆様の意向等を充
分踏まえたなかで合意形成を図り、将来的な展望を現実にするための計画づくりが
必要であると考えています。

最後に岡垣町は、『海がめもかえる町おかが
き』をキャッチフレーズとし、これは、「岡垣町の
自然を守る一方、岡垣町から巣立っていかれ
た方がまた岡垣町に帰ってきてもらいたい。」
こういう想いでまちづくりを進めています。

計画策定の主旨・目的

計画策定に至るまでの経緯


